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本研究ではW、重水素(D)プラズマ照射W、鉄イオン照射W および重水素プラズマと鉄イオン照射を行った

W にトリチウムガス曝露とトリチウムイオン照射、W-10%Re にトリチウムガス曝露を行い、イメージング

プレートとβ線誘起 X 線計測法(BIXS)によって試料表面および試料中のトリチウム濃度を評価した。結果、

鉄イオン照射試料、W-10%Re 試料ではトリチウム濃度が増加したが、重水素プラズマ照射試料では減少し

た。 
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1. 緒言 

 核融合炉の壁材料においてタングステン(W)は、中性子照射されることによりその一部が Reに核変換す

るため W-Re 合金が形成する。そのため W-Re 合金における水素同位体移行に関連する物理パラメータの取

得・評価が水素同位体評価のためにも重要である。本研究では W および W-10%Re にトリチウムガス曝露、

またはトリチウムイオン照射を行いトリチウム滞留挙動の解析を行った。 

2. 実験方法 

 富山大学にてW、重水素(D)プラズマ照射W、鉄イオン照射Wおよび重水素プラズマと鉄イオン照射を行

ったWにトリチウムガス曝露(1.2 kPa, 773 K, 3 h)とフルエンス 1×1021 T+ m-2でトリチウムイオン照射(1 

keV, R.T., 1 h)、W-10%Reにトリチウムガス曝露を行い、イメージングプレートとβ線誘起 X線計測法(BIXS)

によって試料表面のトリチウム濃度と試料内部のトリチウム量の測定を行った。その後静岡大学にある TDS

装置を用いてトリチウムの脱離挙動と放出量を評価した。 

3. 結果 

 イメージングプレートによって補正した BIXS の結果から各試料中のトリチウム濃度を Wと比較すると鉄

イオン照射した試料とW-10%Re試料は Wより大きい値を示した。一方、重水素プラズマ照射試料は Wより

も小さい値を示し、重水素プラズマ―鉄イオン照射試料もトリチウム濃度は増加していたが鉄イオン照射の

みの試料よりも小さい値となった。このことから欠陥と Re が試料中に存在するとトリチウム濃度が増加す

ることが考えられる。重水素プラズマ照射試料に関してはトリチウム混合ガス曝露を行うことでトリチウム

濃度が増加することが報告されている[1,2]。このことからバルク中に存在する重水素およびプラズマ照射条

件が水素同位体ガス曝露の際のトリチウムの滞留、重水素との交換に影響を及ぼすことが示唆された。発表

では更に TDS の結果を踏まえて重水素の影響及びトリチウムの補足状態に関する議論を行う予定である。 
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